
科目名 国語Ⅳ　（Japanese Ⅳ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

後期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】准教授　赤迫照子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

(1)読む力：和歌を解釈し鑑賞できる。収集した資料を読解できる。レジュメを読み、発表内容を理解する
ことができる。変体仮名が読める。
(2)書く力：レジュメと読み原稿を作成し、自分の考えを的確に表現できる。発表のポイントについてメモ
がとれる。コメントペーパーに発表者・司会者に対する批評やアドバイスが書ける。
(3)話す力：聞き取りやすい話し方で、発表・質疑応答・司会進行ができる。話しことばと書きことばの違
いをふまえて話すことができる。課題に応じて質疑応答や討論ができる。
(4)聞く力：発表のポイントを聞き取れる。質疑応答でとりあげられていることが理解できる。

第4学年 物質工学科 学修 1 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

教員への質問を重ねつつ調
査に取り組み、鑑賞につい
ての考察を深めた上で、本
文に即した和歌の解釈がで
きる。
変体仮名が読め、字典やテ
キストの例を示しながらレ
ジュメのミスを指摘できる。

教員に相談しながら取り
組んだ調査に基づいて、
和歌の解釈ができる。レ
ジュメを読解できる。変
体仮名が読め、レジュメ
のミスを指摘できる。

調査に基づいて、和歌の
解釈ができる。レジュメを
読解できる。変体仮名が
読める。

調査に取り組まないた
め、和歌の解釈ができな
い。レジュメを読解できな
い。変体仮名が読めな
い。

到達目標
②

調査に基づいた根拠を明確
に示し、かつ、聞く者が理解
しやすいように工夫をしたレ
ジュメを作成できる。
発表者へのアドバイスや自
分が参考にすべきことをコメ
ントペーパーに書ける。

調査に基づいた根拠を
明確に示したレジュメを
作成できる
発表者へのアドバイスを
コメントペーパーに書け
る。

調査に基づいたレジュメ
の作成ができる。
感想をコメントペーパー
に書ける。

レジュメを作成できない。
コメントペーパーを書け
ない。

到達目標
③

話しことばと書きことば
の違いをふまえて、口頭
発表をすることができ
る。
論点を整理しながら、質
疑応答や討論を活発に
行うことができる。

聞き取りやすい話し方で
口頭発表ができる。
質疑応答や討論ができ
る。

口頭発表ができる。
質疑応答や討論の内容
を理解することができ
る。

口頭発表ができない。
質疑応答や討論に参加
できない。

到達目標
④

発表のポイントを的確に
聞き取りながら、質疑応
答において、何を目的に
何を発言するのかを手
際よくまとめることができ
る。

発表のポイントを的確に
聞き取りながら、質疑応
答で何を発言するかを考
えることができる。

発表のポイントを聞き取
れる。
質疑応答でとりあげられ
ていることが理解でき
る。

発表のポイントを聞き取
れない。
質疑応答でとりあげられ
ていることが理解できな
い。

学習・教育到達目標 （Ｇ）① JABEE基準１（２） （ｆ）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 20 80 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

○ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【コミュニケーションスキル、論
理的思考力】

◎

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

◎



補助教材等 変体仮名を読むので「字典かな─出典明記　改訂版─」（笠間書院）が必要である。

学　習　上　の　留　意　点

・本授業で行うのは、文学研究である。研究はどの学問分野であっても「具体的な根拠をもとにして論を展開する」ことを基本
とする。したがって、本授業ではあなたの「感想」は求めない。根拠を伴った「意見」を提出してもらう。
・その意見をクラス全員で検討する。発表者はクラス全員が問題共有できるように、わかりやすく簡潔な説明を心がける。
・司会者は、意見交換が活発に行われるように努力する。沈黙を作らないように工夫する。
・発表のために、図書館で調査作業を行う。インターネットで検索しても、本授業で必要な情報は得られない。図書を用いて
調査をコツコツと丁寧に取り組むこと。
・本授業は情報学の授業でもある。書物という器によって情報が伝達されてきた歴史をしっかり学習してほしい。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

・本授業の主な狙いは、資料の調査をする力・論理的思考力・口頭で説明する力・討議に参加する力といった、今後の社会
生活で必要とされる力を実際に経験しながら獲得することである。また、くずし字の解読及び和歌の読解を通して日本文化
への理解を深めるとともに、それらに親しもうとする姿勢も育む。
・人は、必ず失敗をする。本授業でも失敗をしない人は、いない。だからこそ、どこまで誠実に取り組むかが重要になってく
る。できない・わからないということに向き合う誠実さを、大切にしてほしい。
・電源が落ちたら何も調べられない人間になってはいけない。人間がやってきた営み（和歌）に対して、人間だからこそできる
方法で取り組むこと。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 国語Ⅰ、国語Ⅱ、国語Ⅲ

教科書 プリントを配付する。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス①

・シラバスを熟読し、授業概要、学習到達目標、授業
の明細等を理解する。
・発表や司会進行の手順、レジュメの作成方法を理解
する。
・質疑応答では具体的にどのようなことを述べればよ
いのかを理解する。
・聞き取りやすい話し方を習得する。
・発表を聞き、重要なポイントについてメモをとる方
法を習得する。
・コメントペーパーの書き方を理解する。
・変体仮名の読み方を学習する。
・和歌の基礎知識を学習する。

復習として、以下に取
り組む。
・変体仮名を読む練習
をする。
・授業で配付されたプ
リントを読み直し、確
実に理解しておく。

ガイダンス②

発表準備

発表①

・和歌の発表を通して、文章や口頭で説明をす
る力を高めることができる。
・発表の手順は以下の通りである。
○発表は1名ずつ、各自一首を担当する。
○レジュメは和歌の翻字本文と字母、語釈、解
釈、鑑賞と問題点を記す。
○レジュメによる発表の後に質疑応答を行う。
○発表の最後に司会進行役がまとめを述べる。
○発表や司会進行に対する感想、意見、アドバ
イスをコメントペーパーに書き、提出する。

・発表準備に早めに取
り組む。
・各発表の良かった点
と悪かった点を整理
し、自分の発表に活か
すようにする。
・発表者と司会者は提
出されたコメントペー
パーを読み、良かった
点と悪かった点を整理
する。
・変体仮名を読む練習
をしておく。

発表②

発表③

発表④

発表⑤

発表⑥

発表⑦

発表⑧

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

発表⑨

発表⑩

発表⑪

学年末試験

試験返却・解答解説まとめ
授業改善アンケートの実施

・解説を聞いて間違った箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った上で、正
答を理解する。
・学習事項のまとめを行う。


